
　

交通案内
●大阪モノレール「万博記念公園駅」･「公園東口駅」下車、徒歩約15分。
●阪急茨木市駅・ＪＲ茨木駅から近鉄バスで「万博記念公園駅（エキスポシティ前）」「日本庭園前」
下車、徒歩約13分。
●乗用車は、公園内の ｢日本庭園前駐車場｣（有料）から徒歩約5分。「日本庭園前ゲート」横にある
民博専用通行口をお通りください。

●タクシーは、万博記念公園 ｢日本庭園前駐車場｣ まで乗り入れできます。

編集後記

　アーティスト・イン・レジデンス（「住み込み芸術家」？）を受

け入れる制度は、一昔前までは現代美術関係の機関のものであっ

た。最近は展示の対象が普段は「美術作品」とは限らない博物館

が、クリエーターたちとの協働に新しい可能性を見出している。ク

リエーターたちにとっても、伝統的な意匠や自然が造り出す不思議

な形などを収集し研究する博物館はインスピレーションの宝庫とな

る。

　芸術家との共同制作を5年ほど前から積極的におこなっ

ているフランクフルトの世界文化博物館の「世界文化ラボ」

（Weltkulturen Labor）には、アーティストが文字通り「住み

込み」で制作するための宿泊施設、スタジオ、展示空間までが

整っており、研究者との濃密な交流の場が定期的に設けられている。

一昨年、こうした共同企画の展覧会 Foreign Exchange (or the 

stories you wouldn’t tell a stranger)を見る機会があった。

　そこには「民族学」の名のもとには今や公開しにくい資料――例

えば19世紀末の人類学者がインドネシアで現地の人の男性性器ば

かりを写した一連の写真――が、アーティストによるキュレーショ

ンという大義名分のもとに堂々と（といっても、子どもには見えな

い高さのケース入りで）展示されていた。博物館としては、ちょっ

とずるい「逃げ道」である。（山中由里子）
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次号の予告
特集

交流の場としてのアイヌ文化展示

●表紙：みんぱくの映像音響資料収蔵庫の隅にあった、かつてフィルムなどが入れ
られていた空き箱
撮影・下道基行
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